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エ オ ・ナ ビア語 の地理 的多様性
浅 香 武 和
エ オ ・ナ ビア語 は,ス ペ イ ンの ア ス トゥリア ス 自治 州 最西 端 で約
42,000人 が話 して い るロマ ンス語 の1つ で であ る。小 論 は,エ オ ・
ナ ビア語 の言語 学的 な 区分 を検 討 し,社 会 言語学研 究 の調査結 果 を分
析 した。 また,エ オ ・ナ ビア語 を取 りま く法的状 況,教 育 にお け る状
況 を考察 し,2つ の表 記法 が存 在 してい る言語政 策 を解明 した。 さ ら
に音 声,形 態,統 語,語 彙 面 にお ける特徴 をあげて ガ リ シ語 とア ス ト
ゥリアス語 との比較研 究 を試 み た。
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は じ め に
まず エ オ ・ナ ビ ア語 の 名称 につ い て記 した い。 この 言語 は,ス ペ イ ン北
部 の ア ス トゥリア ス 自治州 最西 端 の18市 町村 で42,000人 ほ どが話 して
い る こ とば につ い て用 い られ た名称 で あ る。 エ オ河 とナ ビ ア河 の 間 に挟 ま
れ た地 域 の住 民 を,一 般 的 にエ オ ・ナ ビ イエ ゴ(eo-naviegO)と 呼 んで い る
こ とか ら,こ の 名称 を使 用 してい る。 その 他 に もア ス トゥ リア スの ガ リシ
ア語 とか ア ス トゥル ・ガ リ シア語 また は ガ リシ ア ・ア ス トゥ リア ス語,さ
らに フ ァ ラ(fala・ こ とば)と も言 わ れ て い る。 この 地 域 出 身で 現 在 マ ド
リ ー ド ・コ ン プ ル テ ン セ 大 学 ロ マ ンス 語 学 科 教 授 で 書 語 学 者 のFrias
Condeが 好 んで使用 して い る呼称 で あ る。 筆者 もFriarCondeに 従 い,こ
の呼 称 を本論 で使 用 す る。
エ オ ・ナ ビア語 の言 語 的特 徴 は,後 で比 較 す る よ うに ガ リシ ア語 の特 徴
を示 して い る。実 際,ア ス トゥ リア ス 自治州 で使 われ て い る ガ リシ ア語 を
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呼ぶ ため に もエ オ ・ナ ビア語 とい う名称 を用 い るのが 適切 で ある と考 え る。
そ して,こ の 地域 に住 む住 民 は ガ リシア語 を話 す ア ス トゥリア ス人 だ と認
識 して い る。 歴 史 的 には,こ の 地域 は かつ て の ガ リシ ア王 国 に含 まれ てい
てsロ ーマ 時代 の コ ンベ ン トス ・ル ケ ンシ ス(ル ー ゴ司教 区)の 社 会文 化
的影 響 の も とに ロー マ化 され た もの で,カ ス トレシ ョ(イ ベ リア半 島 の ロ
ー マ時 代 の 遺跡)は その 典 型 的 な例 で あ る
。
2005年9月25日 付 の 『ガ リシ ア ・オ シ ェ(今 日の ガ リシ ア)』 紙 は,
「ガ リシア語 とい う呼称 は,エ オ ・ナ ビア地域 で は タブ ー と されて い る語 で
あ る」 とい う見 出 しを組 んで い る。 そ の内容 は,ア ス トゥリア ス 自治 州 の
なか に侵 略 して,ガ リ シア語 の復 活 をす す め る こ とは ガ リシア語 の言 語 的
植民 地 主 義 だ と して い る。 ア ス トゥ リア ス州西 端 の 地域 で数 カ 月前 に沸 き
起 こ った感 情 は,ア ス トゥ リア ス語 の公 用 語 化 を認 め ない 一方 で,実 際 に
ガ リシ ア語 が 話 され て い る とい う事 実 を認 め た くな い ア カ デ ミア ・デ ・
ラ ・ジ ン グア ・アス トゥ リアナ の態 度 に抗議 す る もの で あ っ た。 こ う した
植 民 地 主 義 の エ オ ・ナ ビア地 域 の ガ リシ ア語 を非 難 す る こ と にた い して,
サ ンテ ィア ゴ ・デ ・コ ンポ ス テー ラ大 学 ロマ ンス語 学科 教授 兼 カ リシア語
研 究 所 員 の フ ェル ナ ンデ ス ・レイは,エ オ ・ナ ビア地域 に住 んで い る反 ガ
リシ ア主 義 者 の感 情 の渦 は,こ の 隣接 す る地 域 にお け る こ とばの呼 称 自体
に関係 ない と説 明 してい る。
1.言 語 学 上 の 位 置 関 係
エ オ ・ナ ビア語 は,ア ス トゥ リア ス 自治 州 に あ る3つ の こ とば(ア ス ト
ウリア ス語,ガ リシ ア語,カ ス テ ィー リャ語)の1つ の ガ リシア語 の下 位
区 分 と考 え,ア ス トゥ リウ ス語 で は ない とい うこ とを確 認 してお きた い。
まず,エ オ ・ナ ビア語 を分 類 す る4つ の 見方 を考 えてみ たい 。
そ の1)ガ リシ ア語 の ブ ロ ックの 一つ とす る。
ア ス トゥ リア ス語 の強 い影 響 力 も考 え て ガ リシア語 に属す る。 ガ リシア
語 で は な く,ガ リシア ・ア ス トゥ リア ス語 の なか で独 立 した ひ とつ の 言
語 とす る。 この 見 方 は,シ ェ イプ(Xeira)と い う言 語 保 護 団 体 や ア ガデ
ミア ・デ ・ラ ・ジ ン グ ア ・ア ス トゥ リア ナ(AcademiadelaLlingua
Asturiana>に よっ て支持 され て い る。 これ らの 団体 が 推 薦 す る表 記 法 が
あ るが,こ れ は ア ス トゥ リア ス語 に近 い形 態 を示 して い る。
そ の2)ガ リ シア語 領 域 の一 部 とす る。
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ガ リ シア政 府 の 関連 機 関 が 示す とこ ろ に よる と,エ オ ・ナ ビア語 は,ガ
リシア 自治 州 の外 にあ って ガ リシ ア語 の変 種 「外 の ガ リシア語」 だ とす
る 見方 で あ る。 つ ま りエ オ ・ナ ビア語 の表 記 は,共 通 ガ リシ ア語 の下位
区分 で あ る こ とを提 示 して い る。 この 見方 を擁 護 す る 団体 は ガ リシア国
民 主 義 者 やMDGA(ア ス トゥ リア スの ガ リ シア語擁 護委 員 会),CCV
(コ タ レ ロ ・バ ジ ェ ドー ル作 家協 会)が あ る。 表記 法 と形 態 の 統 一 を計
り,少 な くと も共 通 ガ リシ ア語 に近 い もの を採 用 して い る。
そ の3)ア ス トゥ リア ス語 で あ る。
ア ス トゥ リアス の左 翼 国民 主 義 者(AndechaAstur)の 組織 が掲 げ てい る
が,学 問 的 な論 証 は な い。 この 団 体 は,エ オ ・ナ ビア地 域 は オ ー レ オ
(高床式 穀 倉),ガ イ タ(バ クパ イプ),シ ドラ(り ん ご酒)の 醸 造 な どの
文 化 的 な要 素 は ガ リシ アの地 域 とは異 な る こ と を上 げ てい る。
その4)東 部 ガ リシ ア語 で あ る。
ガ リシ ア国民 主 義 者 た ちが上 げ て い る考 えで,ア ス トゥ リア スにお い て
公用 語 と教 育 を望 んで い る。
これ ら4つ の 見方 は,学 問的 とい う よ り政 治 的 か つ思 想 的 な考 えが 強 く
反映 して い る よ うに見 られ る。 従 って,何 語 なの か論 争 す る よ りもこの地
域 の こ とば が消 滅 しない うち に,早 急 な保 護 が重 要 な対 策 で あ る。
言語 学 的 に上 昇 二 重 母音(-ie-,-ue→ が存 在 す るか否 か よ りア ス トゥ リア
ス語 とガ リシ ア語 の 境 界線 を定 め る こ とが で きるが,い くつ か の基 準 か ら
ガ リシ ア語 は次 の よ うに区 分 し,エ オ ・ナ ビア語 はそ の下 位 区 分 に あ る。

























II.ア ン ケ ー ト調 査 か ら見 た エ オ ・ナ ビア 語
ア カデ ミア ・デ ・ラ ・ジ ング ア ・ア ス トゥ リア ナが2003年 に発表 した
『第2回 ア ス トゥ リア スの社 会 言語 学 調 査 報 告書 』 はs1991年 の 第1回
の調 査 と比 べ る と興味 深 い結 果 を示 して い る。 この調 査 は,ア ス トゥリア
ス全域 で行 な われ た もの で あ るが,エ オ ・ナ ビア地 域 だ け を見 てみ るこ と
にす る。
注 目す るの は言 語 の ア イデ ンテ ィテ ィに関 す る もので あ る。
設 問 「あ なたの話 して いる こ とば」 は何語 か。(〔効
ア ス トゥリア ス語(=バ プ レ語)
西 部 ア ス トゥリア ス語
フ ァラ




地域 の こ とば
1991年 の調 査 は,ア カデ ミアの なか にナ ビア ・エ オ言語 事 務 局(ア カ
デ ミアは ナ ビア ・エ オの よ うに呼 ん で い る)が 創 設 され る以前 の もので あ
る。 さ らに2003年 の報 告 で は,75°/r)が ア ス トゥリア ス語 とガ リシ ア語 の
混 合 した こ とば と考 え,16吸)が ア ス トゥ リア ス語 の一 種,10%は ガ リシ
ア語 の 一種 だ と考 え てい る。 す なわ ちエ オ ・ナ ビ ァの 人 々の3分 の2は,
自分 た ちの話 してい る言語 が何語 か判 らない とい う見 方 を してい る。 言 語
上 の コ ンセ ンサ スが ない とい え る。
日常 の言 語 使 用 に 関 して,家 族 の なか で 祖 父 母 は75°hが ガ リ シア語,
両 親 は60%,両 親 と子 供 た ちは50°lra,子 供 た ち同士 は27(殉 とい う数 値 で
あ る。 ガ リ シア語 の 使 用度 は比 較 的 高 い こ とが分 か る。
lll.法 的 な 状 況 と教 育
1)ア ス トゥ リア ス 自治 州 憲章(1981)
第10条1項 に,バ ブ レ語 の保 護 を謳 い,言 語 上 の 多様 性 と して さ ま ざ
まな変 種 の な かで バ ブ レ語 は アス トゥ リアス 自治州 の領 域 内 で使 用 され る,
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とあ る 。 エ オ ・ナ ビア地 域 は ガ リシ ア に隣接 す る18市 町 村 で話 され る東
部 ガ リ シア語 の 多様 性 の ひ とつ で あ るが,バ ブ レ語 の 名称 を,ア ス トゥ リ
ア ス語 の 多様 性 の1つ と して言 及 して い る。 公式 には,ア ス トゥ リア スの
ガ リシア語 は 存在 せ ず,多 様 性 のみ があ る。 ア ス トゥ リア ス政 府 もア カデ
ミア ・デ ・ラ ・ジ ン グア ・ア ス トゥ リア ナ もア ス トゥ リア スの 西 端 の18
市 町村 の こ とば はrガ リシ ア語 の変 種 で あ る と公 式 に認 め てい ない。
2)ガ リシア にお け る言 語 正 常化 法(1983)
この 法 の 第5編 「外 部 の ガ リシア語」 第21条2項 は,ガ リシ ア政 府 は
ガ リ シア 自治州 と隣接 す る地域 で話 され るガ リシ ア語 の保 護 の 目的 で,ガ
リシア 自治 州 憲章 第35条 で あ げ た こ とを ガ リシ ア政 府 が 施行 す る,と 定
め てい る。
さ らに ガ リシア議 会 は1988年12月,カ ス テ ィー リャ ・レオ ン,ア ス ト
ゥリア スの 自治州 に行 政上 組 み込 まれ た ガ リシ ア語 を話 す 地域 にお い て教
育 と保護 を認 め た。 同様 に,ア ス トゥ リア ス,レ オ ン,サ モ ー ラにお け る
ガ リシ ア語 の保 護 に関 して,ガ リシ ア と接 す る 自治 州 政 府 との協 力 に よ り
1990年3月 言語 正常 化 の ため の連携 委員 会 を組 織 し,「 そ れぞ れ の 自治州
政 府 と連 携 して ガ リ シア 自治州 に隣接 す る地域 で話 され る ガ リシア語 の保
護i」を施 行 す る こ とに な った 。
1990年6月 ガ リ シア政府 とア ス トゥリア ス政府 の 問で,任 意 的 に ガ リ
シア ・ア ス トゥ リア ス語 の教 育 を進 め る案 に調 印 され た。 こ う して ガ リシ
ア政 府 の協 力 に よ りエ オ ・ナ ビア地 域 の初 等 学校 で選 択 課 目 と して ガ リシ
ア語 の 講 座 が始 まっ た。
一方
,1993年12月 ア ス トゥ リア ス政府 教 育 局 は 「ア ス トゥ リア ス語 で
言 い な さい」 とい うア ス トゥ リアス語 を使 用 す る普 及 の キ ャ ンペ ー ンを始
め,エ オ ・ナ ビア地 域 で は 「ものの 名前 を 自分 の こ とばで 言 い な さい」 と
い う こ とに代 替 され,ガ リシ ア語 そ して 同様 に ガ リシ ア ・ア ス トゥリア ス
語 とい う曖 昧 な言 い方 が排 除 され て い る。
1995年4月 ア ス トゥ リア ス政 府 は ア カデ ミア ・デ ・ラ ・ジ ングア ・ア
ス トゥ リアー ナ の憲 章 を改 正 した 。第1条kの 項 目 は,エ オ ・ナ ビア に
関 す る もので 「ガ リシア ・ア ス トゥリア ス語 また は ア ス トゥル ・ガ リシ ア
語 の言 語 の変 種 を促 進 して見 守 りま しょ う」 とな り,ガ リシ ア語 と対 立 す
る こ とに な っ た。1996年 夏 に は ア カ デ ミアの なか にエ オ ・ナ ビア言語 事
務 局 を開設 して さま ざ まな活 動 を始 め た。 ア カ デ ミアの公 式 の 見解 は,エ
198
オ ・ナ ビア地 域 で は ガ リ シア語 が話 され てい る こ とを否定 してい る。前 会
長 の シ ョセ ・ジ ュ イ ス ・ガ ル シア は,ガ リシ ア ・ア ス トゥ リア ス語,ナ ビ
ア とエ オ河 の 間の ア ス トゥ リア スの西 部 の 土地 の こ とば,さ らには方 言上
の連 続 体,と い う用語 を使 用 して い た。現 会 長 の カ ノ ・ゴ ンサ レスは,ア
ス トゥリア ス語 とガ リシア語 の特 徴 を一緒 に した ガ リシ アの ルー ゴ地域 の
ガ リシ ア語 の変 種 を話 して い る,と してい る よ うに前 会 長 とは対 立 的 な考
えだ 。 そ の後,ル ー ゴの ガ リシ ア語 の変 種 につ い て触 れず に,移 りゆ く地
域 の こ とば と言 及 して い る。 最 近 で は,ア ス トゥリア ス主 義 者 と同様 に ガ
リシ ア ・ア ス トゥ リア ス語 とい う呼 び方 を好 ん で い る。
1998年 ア ス トゥ リア ス政 府 は,「 バ ブ レ語/ア ス トゥ リア ス語 の使 用 と
促 進 法」 を認 可 し,そ の第2条 に ガ リシ ア ・アス トゥ リア ス語 の 規定 が あ
る。
バ ブ レ語/ア ス トゥ リアス語 の ため に設 け られ た保 護 ,尊 重,監 督 と進
展 の 規 則 は,言 語 的 に独 自の様 態 を示 す 地 域 の ガ リ シア ・アス トゥリア ス
語 に特 別 な調 整 を通 じて広 め られ る。 ガ リシ ア ・ア ス トゥ リア ス語 は,そ
の 地域 で保 護,尊 重,教 育,使 用,監 督 に関 して ア ス トゥ リア ス語 と同 じ
よ うに取 り扱 わ れ る。
ガ リシ ア政府 は,言 語 お よび文 化 的 に脱 ガ リシ ア語 化 を くい止 め る ため
ガ リシ ア語 を話 す 若 い世代 に ガ リシ ア語 の正常 化 を訴 え る 目的で1990年
コ ンセ ー ジ ョ ・ダ ・クル トゥー一ラ ・ガ レー ガ(ConsellodaCulturaGalega)
を通 じて,ス ペ イ ン教 育科 学 省 に この地域 の教 育 の管 轄 を持 つ こ とを提 言
した。 この 提 言 は難 な く受 け入 れ られ て,1991年 度 の新 学 期 か ら開始 さ
れ た。
レア ル ・アカ デ ミア ・ガ レー ガ(RealAcademiaGalega)の2000年2月
に改正 され た憲 章 第1条 に は,ガ リ シア文 化 の研 究,と くにガ リシア語 の
啓 蒙,保 護,普 及 が基 本 的 目的 で あ る。 そ して 第 四条 は,ガ リシ ア語 は,
ガ リシ アお よび ガ リシ ア以外 の地 域(ア ス トゥリアス,レ オ ン,サ モ ー ラ)
で さ ま ざ まに話 され るてい る,と 明 言 して い る。
ガ リ シア以 外 の地 域 の ガ リシア語 化 につ い て,ア カデ ミアの前 会 長 フェ
ル ナ ンデ ス ・デ ル ・リエ ゴは,ナ ビア河 とエ オ河 の 間 の地 域 で話 され る言
語 の 親縁 関 係 につ い て次 の よ うに述 べ てい る。 「方 言 と しての ガ リシア語 に
つ い て触 れ て み る。 ガ リシ ア語 それ 自身 は様 々 な方言 的 な変種 が あ る。 歴
史 的 に ガ リシ アは,ポ ル トガル北 部,サ モ ー ラ,ビ エ ル ソ,ア ス トゥリア
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ス西 部 に達 し,ナ ビア ・エ オ地 域 の場 合 の よ うに方言 的 な変種 を もつ 共通
の 言 葉 と して生 まれ た」。
lV.二 つ の 表 記 法 の 存 在
1)ア ス トゥ リア スの ガ リシア語 の 規則
1990年9月MDGA(ア ス トゥ リア スの ガ リシ ア語 擁 護 委 員 会)は
,
『ア ス トゥ リア スの ガ リシア語 の表記 と形態 の規則 』 を刊行 した。 その序 文
に は,「 ベ イガの こ とば,そ して タ ピア また は イ ビァスの こ とば の規 則が 存
在 しないの で,ア ス トゥ リア スの 共通 ガ リシア語 の規則 に定 め た。18市 町
村 で 実際 に話 され て い る こ とば を最 良の 方 法 で採 集 して標 準 とな る もの を
求 め て,特 別 な例 は犠 牲 にす る必 要が あ る」 と示 され て い る。
この規 則 の編 纂 に は2つ の基 本原 則 か ら出発 して い る。 そ の1.ア ス ト
トゥ リア スの最 西 端 の こ とば は,東 部 ガ リシ ア語 の変 種 で あ りア ス トゥリ
ア ス語 化 した ガ リシ ア語 で もな くガ リシ ア語 化 した ア ス トゥリア ス語 で も
ない 。 そ の2.エ オ ・ナ ビ ア地 域 の ガ リシ ア語 に関 す る規 則 の対 象 は
,そ
れ ら ガ リシ ア語 の さ ま ざま な言 語 的 特徴 を尊 重 しなが ら常 に共通 ガ リシ ア
語 で な けれ ば な らない とす る。
2)ガ リシア ・ア ス トゥ リア ス語 の規 則
1993年 ア ス トゥ リア ス政 府 言 語 政 策 局 か ら刊 行 され た 『ガ リシア ・ア
ス トゥ リアス語 の表記 と形態 の規則 の試 案 』 は,「 最 も広 範 囲 にわ た り使 わ
れ て い る形 態 を収 集 す る こ とに努 め た。 同時 に,現 在 使 わ れて い ない け ど
古 い形 を回復 させ た。 わ れ わ れの 言 語 の特 徴 を維持 す る ため に も忘 れ る こ
との で きない オ リジナル な もの です」 と示 してい る。 さ らに,「 自分 の こ と
ば を書 こ う とす る人 に言 語 特 徴 の事 実 を示 す 道具 とな る。 したが っ て,地
域 の 特徴 に率 直 に,か つ 尊敬 の 念 をい だ き,さ らに ガ リシア語 とア ス トゥ
リアス語 の規 則 の形 態 を考慮 して い る」 とあ る。 そ して ,最 終 目的 は,ア
ス トゥリア ス語 化す る こ とで あ り,脱 ガ リシ ア語 化 す る こ とにあ る と して
い る 。
2004年9月 にOrientacioispranormalizacionlinguisticanoambito
municipal(市 町村 にお け る言語 正常 化 に関す る指 導 方針)が ア ス トゥ リア
ス政 府言 語 政 策 局 か ら刊 行 され た。 この書 はエ オ ・ナ ビ ア地 域 で議 論 され
てい る硬 口蓋 音化(llado-lhado側 面) ,yの 使 用(traballo-trabayo仕 事),
アポ ス トロ フ ィの使 用(dun-d'unひ とつ の) ,過 去 分 詞.・rで お わ る語
zoo
尾 の 俗語 用 法(cantadacantao歌 った)な どの言 語特 徴 を掲 載 してい る。
その 思想 は ガ リシア ・ポ ル トガ ル語 を破 壊 し,非 合法 的 なfalaと い う用語
を使 うこ とを唱 え て い る。
この2つ の 規 則 の それ ぞ れ に従 っ た雑 誌 や図書 が 刊行 されて い るが,表
記法 の統 一 は進 ん で い ない 。 エ オ ・ナ ビア地域 の こ とば は ガ リシア語 の下
位 区分 にあ る こ とを ア ス トゥリア ス政 府 は無 視 しよ うと してい る。 つ ま り,
ガ リシ ア語 の枠 外 で エ オ ・ナ ビア地 域 の こ とば を勉 強 させ た り標準 語 化 さ
せ た り して い る。 これ は,こ の地域 で遺 物 と しての こ とば が ゆ っ く りと確
実 に消 滅 して い く過 程 で,言 語 的 に興味 あ る事 実 に死 刑 宣告 す る よ うな も
の だ。 エ オ ・ナ ビア地域 の ガ リシア語 で もな くア ス トゥ リア ス語 で もない
こ とばの 擁 護 は,学 問的 な姿 勢 とい う よ り政 治 的 な力 に よる もの だ。
V.エ オ ・ナ ビア 語 の 主 要 な 音 声 と形 態 と統 語 論 の 面 に お け る現 象
Babarro(2003)が あ げて い るエ オ ・ナ ビア語 の 言語 特 徴 をあ げ,さ らに
ガ リシ ア語 とアス トゥリア ス語 と比 較 して み たい。 エ オ ・ナ ビア語 はFriar
Condeの 分 類 に従 い,西 部 と中央 と東 部 の3区 分 にす る。(/)で 示 した形
はバ リア ン トで あ る。
1)ラ テ ン語 の 母 音 間 の 一L-























2)ラ テ ン語L-,-LL一 の 硬 口 蓋 化
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ガ リシ ア語 とエ オ ・ナ ビア語西 部 はlua月,の よ うにL一 は脱 落,ア ス ト
ゥ リア ス語 とエ オ ・ナ ビア語 中央 と東 部 はlluaの よ うに維持 され てい る。


























中 央 ・東 部
cheo/chia
lluna





西 部 で はthen,luaで,ガ リシ ア 語 はchan/chaoの バ リ ア ン トが あ る 。
鼻 子 音 の 消 失 は,形 態 面 に お い て は 大 き な特 徴 を示 し,ガ リ シ ア語 東 部
ブ ロ ッ ク で は 名 詞 複 数 形pantaloisス ボ ン,動 詞 活 用 形teis持 つ,pois置
く。 ア ス ト ゥ リ ア ス語 はpantalones,times,ponesで あ る 。
vv
5)ラ テ ン語 の 強 勢 の あ るE,O
エ オ ・ナ ビ ア











ガ リシ ア語 とエ オ ・ナ ビア語 西 部 は二 重母 音 が存 在 せず,ア ス トゥリア
ス語 は二 重 母 音 とな る。
6)定 冠 詞 男 性 形0/el
エ オ ・ナ ビア
西 部 中央 ・東 部
犬ocanelcan/ilcan




悪 い こ とopeorelpeoropeorlopeor
他 人aOUtraelotra/1'OUtraaOutrarOtra
中 性 形 はelpeor/opeor。 強 勢 の あ る 母 音 で は じ ま る 女 性 名 詞 に はelが
使 わ れ る;elotra別,elhucha斧,eleira土 地 。 西 部 で はaoutra,a
hucha,aeirao
7)不 定 冠 詞 女 性 形 と不 定 語
エ オ ・ナ ビ ア























9)弱 形 代 名 詞lo,la「 そ れ を,彼 を,彼 女 を」 の 形 態
東 部 と 中 央 部 で 表 れ る:sintOlO残 念 に 思 う,XalOVeS分 か っ た で し ょ う。
西 部:sintoo,xaoves.
鼻 音 の あ と で は 西 部 は 同 化 す る 飴lano。 中央 と東 部 は 制anno「 そ れ を話
す 」。
弱 形 代 名 詞 の 位 置 は 地 域 に よ りバ リ ア ン トが あ り,次 の よ う な形 式 が あ
る。 た と え ば 、 「わ か り ま した 」 はxaelvexo,xaovexv,vexol,vexoel,
vexooの よ う に 表 さ れ る 。
エ オ ・ナ ビア語 は ,音 声 と形 態 面 で さま ざま な現 象 を示 して い る。 中央
部 と東 部地 域 は ア ス トゥ リアス語 に近 くr西 部地 域 は ガ リシア語 に近 い特
徴 を示 して い る。 ガ リシア語 の特 徴 とア ス トゥ リア ス語 の特 徴 を兼 ね備 え
た とい う こ とが で き る。 そ れ らの 特徴 は,ア ス トゥ リア ス西部 にお い て,
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ア ス トゥ リア ス語 とガ リシア語 の境 界 を設 定 す るた めの 基準 とな るが,等
語線 は複 雑 に走 り一致 す る もの は少 ない と言 って も よい。 基 本 的 には3つ
の 言語 現 象rす なわ ち ラテ ン語 の短 いE,0が 二 重 母音 とな る か否 か ,母
音 間 の 一N一の 消 失 か 維持 か,語 頭 のLと 語 中の 一LL一の変 化 に よ り等 語
線 を引 くこ とが で きる・ 非 二重 母 音(pedra石,ports,戸)と 母 音 間の 一n一
の消 失(irman兄 弟,pantaloisズ ボ ン)は 東 部 ガ リ シア語 の特 徴 で あ り,
二 重 母音(piedra石,puerta戸)と 母 音 間 の 一n一の維 持(hermanu兄 弟,
pantalonesス ボ ン,vienes来 る)は 西 部 ア ス トゥ リア ス語 の特徴 で あ る。
移 り変 わ る こ とばエ オ ・ナ ビァ語 を考 え る とき,ガ リシ ア語 とア ス トゥ
リア ス語 の2つ の こ とば に言 語 的 近似 性 が あ る と言 える。 エ オ ・ナ ビアの
推 移地 域 の ひ とび とは,ガ リ シア語 とア ス トゥ リア ス語 の言 語 的特徴 に気
づ い て い る はず で あ る。
ナ ビァ,ビ ジ ャ イオ ンと イビア ス,デ ガ ▽ニ ャの移 行 す る地域 の話 者 は,
ガ リシア語 とア ス トゥリア ス西部(バ ルデ ー ス,テ ィネー ウ,ア ジ ャ ンデ
東 部,カ ンガ ス ・デ ・ナ ルセ ア,デ ガーニ ャ,バ ル モ ンテ ス,ソ ミイエ ド,
ブ ラーニ ャ ス)で 示 され るお お くの 言語 現 象が ア ス トゥリア ス語 また は カ
ステ ィー リャ語 と異 な る こ とに違和 感 を持 っ てい るの で あ ろ うか。
Vl.語 彙 の 連 続 性 と不 連 続 性
ガ リシ ア語 とエ オ ・ナ ビア語 とア ス トゥ リア ス語 の3つ の 言語 の 問の語
彙 に関 して述 べ た い。












































2》 ガ リ シ ア 語 と エ オ ・ナ ビ ア 語 に 共 通 な 語 彙
ガ リ シ ア エ オ ・ナ ビ ア ア ス ト ゥ リ ア ス





施 肥 す るcuitarcuitarcuchar
(estercar)
freitafreitafrecha
3)3つ の 言 語 に 類 似 し て い る 語 彙






4)ガ リ シ ア 語 と エ オ ・ナ ビ ア 語 に 共 通 で,ア ス ト ゥ リ ア ス 語 が 異 な る 語 彙
ガ リ シ ア エ オ ・ナ ビ ア ア ス ト ゥ リ ア ス
李 ス モ モameixaameixanisu
トネ リ コfreixofreisnofresnu
リ ン ゴ の 木maceiramaceiromazaneru/pumar
閉 め るpecharpecharpesllar
黄 桃pexego/pexegopesigopiescu
5)ア ス トゥ リ ア ス 語 の 特 徴 を 示 す 語 彙
ガ リ シ ア 語 と エ オ ・ナ ビ ア 語 に は 存 在 し な い 。 そ の 意 味 を ガ リ シ ア 語 で
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6)ア ス トゥ リア ス語 と エ オ ・ナ ビ ア 語 に 見 られ る 語 彙
ガ リ シ ア語 に は 見 ら れ な い 。
ガ リ シ ア エ オ ・ナ ビ ア ア ス トゥ リ ア ス
秀召gardufiafuina/fuinah.uina
比 喩 的 に 「腹 黒 い 人 」 を意 味 す る。
お わ り に
エ オ ・ナ ビア語 は急 速 に後 退 し,カ ステ ィー リ ャ語 化 が進 み,非 合 理 な
ア ス トゥ リ ア ス 主 義 に よ り不 安 に駆 り立 て られ て い る。 少 な く と も,
MDGAは ア ス トゥ リア ス主 義 の 交 戦 的態 度 とガ リシア 政府 の 無 関心 に も
かか わ らず,こ の 地域 の言 語 問題 につ い て取 り組 ん でい る。 そ して ア ス ト
ゥ リア ス政府 が毅 然 と した態 度 で 公用 語 と規定 す る こ とを筆 者 は望 ん で い
る。 す で にユ ネス コの 「口承 伝承 お よび無 形 遺 産 に 関す る委 員会」 にsこ
の地 域 の 口承伝 承 文 学 が無 形 遺 産 となる ため の手 続 きは スペ イ ン とポ ル ト
ガルの両 政 府 に よ り提 出 され てい る。2005年11月 に世界無 形 遺 産 と して
決 定 され る可 能性 は高 い。
「地 域 言 語 及 び少 数 言語 の 欧州 憲 章」 第7条 に 明記 され て い る原 則 に,
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行 政 機 関 は地域 言 語 及 び少 数 言語 の 普 及 を妨 げて は な らな い,と あ るめ よ
う に,エ オ ・ナ ビア語 を この 憲 章 の 第7条 に適用 して,ア ス トゥ リア ス 自
治州 憲 章 にエ オ ・ナ ビア語 が 公 用語 で あ る こ とを明記 す る こ とで あ る。 ガ
リシア政 府 とア カデ ミア ・ガ レー ガは スペ イ ン政 府 に公 式 に ガ リシア以外
の ガ リシア語 の公 用性 を申請 す る こ とであ る。 何 よ りも まず,ア ス トゥ リ
ア ス政府 が 認 め て い る 「ア ス トゥ リア ス語/バ ブ レ語 使 用 促 進 法」 は,エ
オ ・ナ ビア語(ア ス トゥリア ス政 府 の 言 うガ リシ ア ・ア ス トゥ リア ス語)を
ア ス トゥリ アス語 と同等 のの 扱 い をすべ きで あ る,と 考 え る。 そ の た め に
は公 用語 と して ア ス トゥリア ス語 の 正常 化 が先 決 で あ る。
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